  ２  死亡

（１）死亡数及び死亡率

  本県の死亡数は昭和60年以降増加傾向に転じ、平成7年から13年は大きな変動はみられなかったが、近年は上昇する傾向にある。

  死亡率の推移は表5のとおりで、本県の平成17年死亡率は全国の8.6よりも0.8ポイント高い。
	第5表　死亡率の推移
	

	年次
	死亡率（人口千対）

	
	三重県
	全国

	昭和25年
	11.1
	10.9

	30
	8.2
	7.8

	35
	8.7
	7.6

	40
	8.3
	7.1

	45
	8.2
	6.9

	50
	7.5
	6.3

	55
	7.2
	6.2


	60
	7.3
	6.3

	平成2年
	7.6
	6.7

	7
	8.3
	7.4

	12
	8.3
	7.7

	13
	8.2
	7.7

	14
	8.4
	7.8

	15
	8.7
	8.0

	16
	8.6
	8.2

	17
	9.4
	8.6
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（２）市町村別死亡率

  死亡率を市町村別にみると、最も高かったのは美杉村の17.5であり、次いで南伊勢町が17.1、紀北町が15.9、大紀町が15.2などとなっている。死亡率が10.0以上は20市町村で前年より3市町村減少した。

	表６　死亡率の高い市町村及び低い市町村
	
	
	

	　
	市町村名（　）内数値は当該市町村の人口千対死亡率

	死亡率（人口千対）が13.0以上の市町村
	美杉村（17.5）
	南伊勢町(17.1)
	紀北町（15.9）
	大紀町(15.2)

	
	宮川村（15.0）
	美里村(14.9)
	紀宝町（14.5）
	尾鷲市(13.8)

	
	勢和村(13.6)
	御浜町(13.4)
	
	

	
	　
	　
	　
	　

	死亡率（人口千対）が            7.0未満の市町村
	東員町（6.6）
	
	
	

	
	
	
	
	　

	
	　
	　
	　
	　


図6  市町村別死亡率

平成１７年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１６年
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